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２．事業の概要と成果 

（１）上位目標の達成度 不発弾処理要員の能力向上と学校及び住民への危険回避教育によ

り、不発弾処理の促進と被害の未然防止を図り、民生の安定に寄

与し地域復興を支援する。 

（２）事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 技術移転 

（ア）ＯＪＴ 

   月間目標を定め、識別、各種不発弾に応じる処理要領と安全

管理、ＳＯＰ及び基本動作の確行等について１６２回実施した。 

別紙第１「技術移転に係る教育訓練」 

（イ）講義 

   火薬・爆薬の組成、信管の構造・機能、信管の使用区分、不

発弾の経年変化、モニタリングの結果等について各週１時間程度

計４０時間の講義を４０回実施した。 

別紙第１「技術移転に係る教育訓練」 

（ウ）ワークショップ 

   ２月と７月に計２回ＴＣにおいてワークショップを開催し

た。 

別紙第１「技術移転に係る教育訓練」 

（エ）モニタリング 

ＣＭＡＣと合同で編成内及び編成外のチームを３月と８月に

２回実施し、ＪＭＡＳ独自で編成内を６月に 1回（通常のオペレ

ーション中に実施）の計３回実施した。 

別紙第１「技術移転に係る教育訓練」 

 

イ 不発弾処理 

   ＣＢＵＲＲからの情報理提供６，３３１件に基づき、計２７，

０７３発の不発弾を処理した 

別紙第２「不発弾処理実績」 

別紙第３「ＣＢＵＲＲ要員の活動」 

 

ウ 危険回避教育 

専門家により、学校は特に教師を重点に１６２回、住民５１

回の計２１３回行った。（参加者は３０，２０１名） 

またＣＢＵＲＲ要員等による機会教育を４，６３４回行った。

（参加者は１２６，８２７名） 

別紙第４「危険回避教育」 

 別紙第３「ＣＢＵＲＲ要員の活動」 
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（３）達成された成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 技術移転 

（ア）裨益者は事業編成内のＥＯＤ要員２０名及び事業編成外のＥ

ＯＤ要員５０名（申請書では３３名）およびＣＢＵＲＲ18名で

ある。 

（イ）素養試験及び終了試験の平均結果は、スーパーバイザーが８

７．５点と９０点、チームリーダーが８４．５点と８９点、チー

ムメンバーが８２点と８７点であり、８０％の年度目標をクリア

している。またモニタリングの成績も着実に向上し、目標をク

リアしている。 

  別紙第５「試験等結果表」 

（ウ） ２回のワークショップにおいて計５０名の編成外のＥＯＤ要

員に対し安全管理、不発弾の識別、ディアマー用弾薬の改造要

領及び信管破壊法について教育を実施し所要の能力の向上を

図った。昨年度ＪＭＡＳが初めて作成したマニュアル（ガイド

ブック）に基づき、ＥＯＤ要因には初となるディアマー用弾薬

の改造要領及び使用法を教育した。作成したディアマー用弾薬

を使用して、ディアマーによる信管破壊要領及びロケットレン

チによる爆弾信管離脱要領を教育した。また、昨年度の大型爆

弾回収時の経験を生かし、ＪＭＡＳが従来から保有していた弾

底信管用アダプターレンチを弾頭信管にも使用できるよう改

良し、その使用法についても教育した。 

別紙第１「技術移転に係る教育訓練」 

（エ）裨益人員 ７０名（申請書では５３名） 

 ・事業編成内ＥＯＤ要員２０名 

 ・事業編成外ＥＯＤ要員５０名 

 

イ 不発弾処理 

 （ア）１月末に子供３人の死亡事故が発生したコンポンチュナン州

コンポン・レン郡（ＪＭＡＳの担当区域ではない）などで長期

間放置されていた不発弾の回収・処理を実施するなど２７，０

７３発の不発弾を処理した。（ＣＭＡＣが定める目標数は１８，

０００発）ＣＢＵＲＲ要員からの処理要請は６，３３１件であ

り、今プロジェクト終了後も、ＣＢＵＲＲが構築したネットワ

ークが有効に機能すること期待する。 

別紙第２「不発弾処理実績」 

別紙第３「ＣＢＵＲＲ要員の活動」 

（イ） 州の汚染者約１，４６２，７９３人のうち活動した地域の住

民等約３，７３６，１９８人が裨益した。また、直接的では

ないが、活動州の死傷者数は、２０１２－２０１３年に４３

名、２０１３－２０１４年は３３名と少なくなっている。 

別紙第２「不発弾処理実績」 

参考資料  
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ウ 危険回避教育 

（ア）専門家による計画教育は２１３回（小学校：１３５校、中学

校：２２校、高校：５校 村：５１村）で参加者３０，２０１

名に対して実施した。この数字は例年より増していることか

ら、被害未然防止の効果が期待できる。これまでのＪＭＡＳの

危険回避教育が理解され、学校側も積極的にＪＭＡＳの教育を

受け入れ多数の生徒を参加させるようになった結果だと考え

られる。ＣＢＵＲＲ要員等による機会教育は、４，６３４回で

参加者１２６，８２７名に対し危険回避教育を実施した。 

尚、今年度から新たに導入した啓蒙バックおよびボールペンは

児童・教師等の高い関心を集めた。 

   裨益人員（計画教育のみ）  計 ３０，２０１名 

     住民（地域代表含む） ：  ３，９８７ 

     教師            ：  １，０２２  

      学生            ： ２５，１９２  

   但し、アンケート調査はほとんど実施できなかった。その理由は、学

校の先生から時間を要するため口頭で確認してほしいとの要望に応

えたためである。 

別紙第４「危険回避教育」 

別紙第３「ＣＢＵＲＲ要員の活動」 

（イ） １月末に子供３人の死亡事故が発生したコンポンチュナン 

州コンポン・レン郡でＪＭＡＳとして初めての危険回避教育を

実施した。不発弾に関する定期的な啓蒙活動がこれまで行われ

ておらず、不発弾等に対する知識が乏しかったが、危険回避教

育を通じて知識を付与できた。 

 

エ 広報 

ＪＭＡＳ事業を訪れた日本国内居住者、カンボジア居住者等

の合計は、１３９名の計２１回の見学に対応した。カンボジア

における不発弾汚染の現状と、ＪＭＡＳの不発弾処理活動の概

要を理解して頂いた。広報は重要であり、引き続き可能な限り

対応する。 

別紙５「見学者の状況」 

（４）持続発展性 

 

ア 技術移転後のＥＯＤ要員は、ＣＭＡＣの基幹チームとなって活

躍することが期待できる。 

イ 次年度の事業において２個チームを教導チームとして練成し南

南協力を実施する場合の基幹となるチームとなるよう継続指

導していきたい。 

ウ ２０１３年度に教育してきたＪＭＡＳ管轄のＥＯＤチームに教

育してきた事項を更に他のＣＭＡＣのＥＯＤチームに普及し

ていくよう重視し計画する。 


